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の場合」（『人文論究』第 63号第 1巻，関西学院大学人文学会，2013年 5月，
pp.189−218）をご参照いただきたい。
⑵ 筆者は台本制作委員会の一員として，この戯曲の執筆に参加した。























  du bonheur dans l’œuvre d’Albert Camus（Eurédit, 2004）pp.300−312，およ
び拙論「サルトルの『蠅』とカミュの『戒厳令』」（『年報フランス研究』第 36
号，関西学院大学フランス学会，2002 年 12 月，pp. 77 − 88）， « Histoire
d’amour, histoire d’un suicide à deux manqué : L’État de siège d’Albert Ca-
mus»（『商学論究』第 46巻第 4号，関西学院大学商学研究会，1999年 3月，
pp.143−151）をご参照いただきたい。
⑷ L’État de siège, in Albert Camus, Œuvres complètes II, 1944−1948, Galli-














































者は Théâtre Rural d’Animation Culturelle の『戒厳令』を DVD（7）で観て，













































































































































































































































































































































































































































































23 L’État de siège, op. cit., pp.363−364.
１７２ 芝居ができるまで
この短い記述はまさに『戒厳令』の，そしてわれわれの芝居の本質をつくも
のである。もし，このようなことが他の多くの観客にも伝わったのであれば，
われわれの公演は成功だったと言えるだろう。
最後になったが，このような貴重な体験をさせてくださったピッコロ演劇学
校の方々，演劇学校事務局の小梶さん，尾西さん，演出助手をつとめてくださ
った樫村千晶さん，十田裕加さん，苦楽をともにした研究科 30 期の仲間た
ち，研究科の主任講師であり，この論文に名前をだすことを快く承諾してくだ
さった島守辰明さん，そして貴重な時間とお金を費やして公演を観に来てくだ
さった観客のみなさんに心からの敬意と感謝を送りたい。
──文学部教授──
１７３芝居ができるまで
